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恢徳堂と適塾の学風を継承し、自由闊達で批判的な精神をもって真理と合理性を
追究することにより、本学を知の創造の場として世界第一流の大学とすることを目
標とする。 創学以来の「研究第一主義」をモットーとし、第一線の研究成果と実証
精神をもって教育を行う。 学問と研究を前にしては、優れたものを進んで認め、分
野間の障壁をなくし、教員と学生の立場を越えて、対話と討論を重ね、より一層の
高みを目指す。 グローバル化の進む今日、国際社会の諸問題に多元的に取り組み、
有用な人材を養成する。得られた教育研究の成果を世界的基準によって判断し、社
会に その価値を問い、 利用に供する。 大学を社会に開き地域に貢献するとともに、
自由と人権を尊重し、深い国際的な教養に基づいた学術交流を通じて世界の国々に
貢献する。 このようにして、教育・研究・社会貢献を通して国民と社会の信託に応
えることにより、 大阪大学の「地域に生き世界に伸びる」という理念を実現する。
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の 目 的I【応用化学専攻】
博士前期課程では、環境·エネルギ ー、生命化学、 マ テリアル化学を最重

要

分野
として、 それらに関する基礎知識と幅広い教養を身につけさせ、原子・分子レベル
の視点から物質の合成、精密な物性検討を行える卓越した人材を育成する。化学お
よびその周辺分野に対する問題点をグローバルな視点から掘り起こし、事象の 本質
を見極め、それらの課題を探求し、解決できる能力を養成する。博士後期課程では、
博土前期課程で身につけさせる能力に加えて、世界の異種・多様な分野の研究者と
のコミュニケ ー ション能力に長け、次世代を支える最先端の分子変換技術、機能性
物質創成、生理活性物質の開発、環境技術およびエネルギ ー変換技術等の新しい分
野を開拓できるデザインカとこれを世界に広めていく国際性を身につけた人材を
養成する。

博土前期課程では、 (1) 化学およびその学際領域において、 世界に通用する高
度な専門知識と技能、 (2) 化学の分野に加え、相乗効果を生む エネルギー、資源、
生命科学を含む関連分野を広範かつ高度に理解する能力、 (3) 他者と有機的な連
携・協働するコミュニケ ー ション能力、 (4) エネルギ ーや環境問題など社会・産
業界が直而する課題に対して、それらの解決に向けて自ら得た知識・研究力を活用
する能力、 を習得させる。 博士後期課程では、 (1) 世界をリー ドする先端化学に
関する専門知識と技能、 (2) 社会の諸問題に対して、 化学およびその関連分野の
側面から課題を主体的に設定し、 解決する能力、 (3) 全世界的の異分野における
他者と有機的な連携・協働するコミュニケ ー ション能力、 (4) エネルギ ー問題や
環境問題など社会·産業界が直而する課題に対して、 主体的・自主的に取り組み、
解決に向け新たな分野を設定し、開拓・展開する能力、 を習得させる。

博士前期課程では、博士後期課程への進学、民間企業 （化学・材料、食品、印刷、
エネルギー、自動車、電機・ エレクトロニクス等の分野）に就職し、社会で活躍す
ることが期待される。 博士後期課程では、大学・研究機関、民間企業に就職し、研
究者として活躍することが期待される。
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修士（工学）
【Master of 
Engineering】

博士（工学）
【Doctor of 
Philosophy in 
Engineering】

開設時期及
び閲設年次

令和2年4月
第1年次

令和2年4月
第1年次
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大阪府吹田市山田丘
2番 1 号

【基礎とな
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